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焼
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設
備
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造
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検
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す
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水
素
燃
料
と
従
来
燃
料
の
都
市
ガ

ス
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本
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プ
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ジ

ク
ト
推
進
第

三
部
の
梶
木
盛
也
担

当
部
長
は
﹁
九
重
町

で
製
造
す
る
水
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を

利
用
す
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こ
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よ
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大
林
組
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ル


プ
全
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で
脱
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素
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大
林
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カ
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ム
の
リ

ダ

を
務
め
る
本
店

合
材
事
業
部
・
機
械
部
の
浦
邊
寛

部
長
は
﹁
取
り
組
み
は
予
定
ど
お

り
進
ん
で
お
り

今
年
度
中
に
も

水
素
を
燃
料
と
し
た
ア
ス
フ

ル

ト
混
合
物
が
で
き
れ
ば
﹂
と
手
応

え
を
述
べ
る
と
と
も
に

今
後
に

期
待
を
寄
せ
た

な
お

水
素
に

関
す
る
有
資
格
者
も
増
や
し
て
い

く
方
針
だ
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